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中国における生産拠点設立のお知らせ 

 

 当社は、拡大を続ける中国市場での事業展開を推進するため、上海近郊の南通市に用地を確保し、

製紙用薬品の製造を中心とする生産拠点の設立を決定したことをお知らせいたします。 

 

１．生産拠点設立の経緯 

 今年度よりスタートした中期５ヵ年経営計画（平成１５年４月～平成２０年３月）では、これま

で進めてきたグローバルな展開のさらなる発展を目指しており、事業展開としては、アジア地域、

特に伸長が著しい中国における市場開拓を推進しております。 

 中国では、高い経済成長を背景に紙の需要も増大しており、外資系製紙会社の進出が活発化する

など、紙・パルプ産業が急速に立ち上がりつつある状況となっております。当社グループでは、既

に平成７年に梧州市で設立した梧州荒川化学工業有限公司で製紙用薬品の製造・販売を進めてきま

したが、上海近郊を中心とする製紙会社の急速な拡大に対応していくために適した立地条件を備え、

今後の需要拡大にも充分な対応ができる、あらたな生産拠点の必要性を認識しておりました。この

ため、様々な可能性を見据えた調査や上海に駐在員事務所を開設して現地でのマーケティング活動

を強化するなど、準備作業を進めてまいりました。 

 このたび、上海近郊の南通市において生産拠点に好適な用地確保の見通しが立ったことから、南

通経済技術開発区管理委員会との基本合意による「協議書」を締結し、生産拠点設立計画をスター

トいたしました。 

 

２．生産拠点設立計画の概要 

 新会社として南通荒川化学工業有限公司（仮称）を設立し、南通経済技術開発区内に生産設備を

建設して、平成１７年中頃までには製造・販売を開始する予定にしております。 

 事業内容としては、顧客ニーズに的確に応え、紙の高機能化、古紙の使用によるリサイクル化お

よび環境への配慮などに適した製紙用薬品の供給を通して、中国製紙産業の発展に寄与したいと考

えております。 

 なお、当社内に設立準備委員会を設置し、上海駐在員事務所および中国内の関係会社との連携を

はかりながら万全の体制で計画を推進してまいります。 

 



 

名称 南通荒川化学工業有限公司（仮称） 

場所 江蘇省南通市南通経済技術開発区内 

面積 約５万ｍ２

登録資本 約５５０万米ドル 

資本構成 当社１００％出資 

生産品目 製紙用紙力増強剤、製紙用サイズ剤など 

生産量 約２万トン／年 

合意相手 中華人民共和国江蘇省南通市南通経済技術開発区管理委員会 

合意の性格 基本合意(中華人民共和国江蘇省南通市人民政府の立ち会いのもと、本日「協

議書」を締結) 

 

 

以上 

 

 

[参考資料] 

≪荒川化学グループ国際展開の歩み≫ 

明治 

 ９年１１月 荒川政七が大阪市東区伏見町２丁目に生薬商を開業 

昭和 

 ６年 １月 合資会社荒川商店に改組 

１８年１１月 荒川林産化学合資会社に改称 

３１年 ９月 荒川林産化学工業株式会社に改組 

４２年 ５月 天立化学工業股 有限公司（現、台湾荒川化学工業股 有限公司）を設立   

４３年 ５月 台北駐在員事務所を開設 

５０年 ６月 ハンブルク駐在員事務所を開設 

５２年 ４月 荒川化学工業株式会社に改称 

５７年 ５月 ARAKAWA CHEMICAL (USA) INC.を設立 

平成 

 ７年 ６月 梧州荒川化学工業有限公司を設立 

 ７年 ７月 ARAKAWA CHEMICAL(THAILAND)LTD.を設立 

 ７年１０月 香港荒川化学有限公司を設立 

 ８年 ８月 厦門荒川化学工業有限公司を設立 

１０年１１月 ARAKAWA Europe GmbH を設立 

１５年１１月 上海駐在員事務所を開設 

 


